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第
3
次
仙
北
市
観
光
振
興
計
画
（
概
要
）

概 要
　
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
個
人
消
費

減
少
、
経
済
縮
小
・
産
業
衰
退
な
ど
を
見

据
え
、
観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
成
長
さ

せ
て
い
く
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

９
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と

し
た
、「
第
３
次
仙
北
市
観
光
振
興
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
多
様
な
観
光
資
源
を
持
つ
仙
北
市
の
中

で
、強
み
で
あ
る
「
農
村・営
み
」「
温
泉・

自
然
」「
歴
史
・
伝
統
」
と
い
う
観
光
資

源
を
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
設
け
、
相
互
連
携

に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
、「
仙

北
市
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
面
で
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
観
光
客
の
「
数
を
増
や
す
」

こ
と
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
質
の

高
い
観
光
地
と
し
て
高
付
加
価
値
化
を
進

め
、「
一
人
あ
た
り
の
観
光
消
費
額
を
高

め
る
」
こ
と
で
、
観
光
経
済
力
を
高
め
て

い
く
（
稼
げ
る
観
光
化
）
と
い
う
視
点
で

最
終
目
標
と
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
最
終
目
標
の
達
成
に
向
け
、
今
後
は
７

つ
の
取
り
組
み
方
針
か
ら
な
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
事
業
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
計
画
書

と
概
要
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計画における理念

観光を通じた市民幸福度の向上
（観光都市だからこそ得られる
シアワセ）

観光客満足度の向上
（新しい旅のカタチの提案
による観光の高付加価値化）

持続可能な
観光マネジメントの確立
（サステナブルツーリズム
の実践）

グランドデザイン
（本市が目指す観光まちづくり）

農村・営み
（出会いがもたらす交流）

自然・温泉
（本物に触れる体験）

歴史・伝統
（学びからつなげる周遊）

  ・市民、事業者、DMO、行政で創る仙北市ブランド
  ・情報発信や観光交流、地域コミュニティ機能も兼ね備えた観光サービスの形成
  ・回遊性の高い豊かな周遊ルートの確立と提供

「仙北市ブランド」で共に創る、幸せな未来
～持続可能な観光まちづくりの実現に向けて～

※ DMO とは、地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域づくりを行う法人です。

観光による市民幸福度の向上、観光消費額の増加、観光客満足度の向上
最終目標

Q．なぜ仙北市で観光振興が重要？
　　何をすればいいの？

人口減少が急速に進行中。このままだと…
今の生活レベルが保てなくなるかもしれません！
 ・生活関連サービス（小売・飲食・娯楽・医療機関
　など）の縮小
 ・税収減による行政サービス水準の低下
 ・地域公共交通の撤退・縮小などの利便性低下 など

やらなければならないことのひとつが、自立性の高い 循環型経
済構造 に近づくことです！
 ①外貨（地域外から稼いだお金）を地域内で循環させる
 ②地域内で支出を増加させる
 ③事業者の所得向上や税収・雇用増による経済活性化
 ④地域住民の安定した豊かな暮らしにつなげる

仙北市では観光産業が、
「地域外から稼ぐ力」No.1 ！
裾野が広いので、観光消費額の獲得だけで
はなく、さまざまな産業にプラスへ働き、
まちの賑わいや雇用を生み出します！

地域内での買い物やサービスの利用
など、普段でも貢献できそうだね！

こんなことが
起きるんだ！

  アクションプラン  
1. 観光まちづくりに向けた体制強化・制度の検討

地域一体となった
推進体制づくり

〔実施時期：通期〕

観光産業を担う専門的かつ
多様な人財の確保・育成

〔実施時期：前期〕

観光交流
機会の創出

〔実施時期：通期〕

観光施設
の再編

〔実施時期：前期〕

財源の
検討

〔実施時期：通期〕

3. 観光による地域内経済への貢献
主な取り組み：▶地域資源や地元産品、サービスなどの利活用促進〔実施時期：後期〕 ▶市内全域や広域周遊の促進〔実
　　　　　　　施時期：通期〕

4. 市民意識の向上、地域コミュニティの活性化
主な取り組み：▶市民による地域の魅力の再発見、再認識〔実施時期：前期〕 ▶観光交流事業の推進〔実施時期：後期〕

5. マーケティングデータの活用による戦略的な誘客の促進
主な取り組み：▶実施事業毎のターゲット選定、情報発信体制の見直し〔実施時期：前期〕 ▶リピーター確保に向けたプ
　　　　　　　ログラムやイベント企画など〔実施時期：後期〕 ▶滞在型プランの創出や誘客戦略などの検討〔実施時期：
　　　　　　　前期〕 ▶観光 DX の推進（秋田県版 DMP の導入、観光事業者の経営デジタル化）〔実施時期：前期〕

6. 高付加価値化に向けた体験型観光の推進
主な取り組み：▶「本物の価値」の提供に向けた体験、サービス、食コンテンツなどの整備〔実施時期：通期〕 ▶武家屋
　　　　　　　敷通り、田沢湖、乳頭温泉郷や玉川温泉、樺細工、先進的なグリーンツーリズムといった、仙北市ならで
　　　　　　　はのコンテンツの磨き上げによる価値向上など〔実施時期：通期〕

7. 観光関連サービスなどにおける選択肢の多様化と受入環境の磨き上げ
主な取り組み：▶観光客のニーズを踏まえたサービスの提供、情報発信など〔実施時期：通期〕 ▶二次交通の不便さ解消
　　　　　　　〔実施時期：通期〕 ▶街並みや風土、伝統文化、自然景観の保全と活用に配慮した事業活動〔実施時期：通期〕
　　　　　　　▶観光ガイドなどの整備や質の向上に向けた仕組みづくりなど〔実施時期：通期〕

※観光 DX とは、業務のデジタル化による効率化だけでなく、デジタル化によって収集されるデータを活用し観光戦略の検討やビジネスモデ
ルを創出し、旅行者の利便性向上、観光地経営の高度化、観光産業の生産性向上を推進していくものです。
※ DMP とは、マーケティングに必要となる様々なデータを、インターネット上に蓄積し一元管理するプラットフォームのことです。

取
り
組
み
方
針

2. 観光需要通年化に向けた取り組み強化
主な取り組み：▶繁忙期と閑散期の利益差解消に向けた事業推進〔実施時期：通期〕 ▶観光人財投資、事業拡大への規制
　　　　　　　緩和、制度の見直しなど〔実施時期：前期〕 ▶観光事業者の起業支援制度の検討〔実施時期：前期〕

関係団体や組織・商工会 観光施設管理者

宿泊事業者 飲食・物販事業者 旅行事業者 交通事業者

地域 DMO
（一社）田沢湖・角館観光協会

・観光データの収集、分析
・戦略や取り組みの立案
・関係者への合意形成
・観光地経営マネジメント など

行政
・観光振興計画の策定
・インフラ整備、交通政策
・観光教育
・各種規制との調整
・各種支援措置 など

仙
北
市

観
光
振
興
計
画

推
進
協
議
会
進捗管理

分析・評価（見直し）

姉妹都市・友好都市
有縁有効交流都市

災害時相互応援協定都市

関係自治体・団体 秋田県

東北観光推進機構

秋田県観光連盟

秋田・岩手地域連携軸
推進協議会

相互連携・交流

 

市
民
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

・
施
策
へ
の
理
解
や
観
光
交
流

・
魅
力
の
再
発
見
、
再
認
識

計画の推進体制 新たに設置する「仙北市観光振興計画推進協議会」のもと各団体が連携を図り、
計画の進捗などを確認しながら、観光施策を推進します。

連携・協働

交
流
・
魅
力
の
再
発
見
、
再
認
識

農林水産事業者
・商品サービスの価値向上
・体験プログラムの提供

・賑わいづくり
・事業者間の連携、調整

・施設の魅力向上
・受入体制の磨き上げ

・地域交通の充実・旅行商品の造成販売・地域の食の提供
・多言語などの訪日対応

・受入環境の磨き上げ
・宿泊データの提供

問
合
せ
：
観
光
課
☎
43-

３
３
５
２

150

100

50

0
純
移
輸
出
（
億
円
）

宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

農
業

電
気
業

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

住
宅
賃
貸
業

建
設
業

林
業

103

71
55

35 32 29
5

域外から所得を
獲得している産業

➡

地域住民視点での資源の磨き上げで、さらに観光振興が発展！
みんなで「仙北市ブランド」を強くしていこう！

地域経済循環分析（仙北市）より
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